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ヨーロッパにおける南太平洋についての文献
は、１８世紀後半の航海誌にはじまり、１９世紀中
盤の宣教師の記録､そして世紀末から２０世紀前
半にかけてのジャーナリストや女性による探訪
記へと、時代の流れに応じてその形態を変化さ
せる。「南海にまつわる知」という見地からすれ
ば、それらの文献は従来の情報の修正と改編の
結果といえるだろう。宣教師たちの残した日記
は、探検家たちよりも現地人の生活に密着した
記録であり、航海誌から漏れた知識の補完物と
して位置づけられる。また、世紀末から２０世紀
初頭の紀行文はより大衆に近い視点からの文献
である一方で、南海の歴史の現状を報告し、お
よそ150年にわたる南太平洋の歴史を振り返ろ
うとする試みでもある'。さらに、世紀末に勃
興した人類学や精神分析学による太平洋民族の
研究は、それまでの南太平洋観への修正として
解釈できる。
イスラム圏をはじめとするアフリカ、インド
といった地域での、知の蓄積・改編プロセスは
サイードの「オリエンタリズム」において論じ
られているが、本論文では南太平洋に関する知
の収集と応用、そしてそれに伴う西洋文化との
同質化と差異化を「ナチュラライゼーション」
として規定しようと思う。その理由として、ナ
チュラライゼーションという言葉が持つ多義性
が挙げられる。この言葉を「自然化・脱神秘化」
として捉えた場合、１８世紀後半から１９世紀を
通じて行われた、南太平洋の知識の蓄積がそれ
に相当する。古くは南海大陸の存在が信じられ
ていたように、ヨーロッパ文明から最も離れた
場所にある南太平洋は、西洋人の意識において
想像の世界でしかなかった2．それが数々の調
査の結果、地理、動植物、現地人やその習慣と
いった「現実」の南海像がヨーロッパに紹介さ
れることになる。すなわち、冒険家たちによっ
て、想像の南太平洋は現実のものへと脱神秘化
されるといえる。また、１９世紀後半に登場する
文化人類学や精神分析学は、それまでの南太平
洋像に新たな解釈を試みる。とりわけフロイト
やデュルケームが現地の習慣であるタブーに着
目し、人類学的な知識を人類全体の法則へと広
げようとしたことは､｢帰化･概念の移入(応用)」
という、ナチュラライゼーションの別の側面を
象徴する。しかも、彼らの分析は、西洋文化の
なかに南太平洋を位置づける、いわば同化のベ
クトルと平行して、南太平洋と西洋との間に新
たな差異化の手段を探るのである。
社会歴史的な南海文化に関する知の蓄積と改
編は、南太平洋を舞台とする文学テクストにも
大きな影響を与えてきた。メルヴィルの処女作
「タイピー」はデイヴィッド・ポーターの「太
平成１８年１０月２日受理
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平洋就航日誌」（1815）やウィリアム・エリスが
著した「ポリネシア研究」（1833）といった先行
記録なしには成立し得なかったし、ヴィクトリ
ア中期のバランタインやマリアットの冒険小説
が人気を博したのも、南海に関する知識が少年
層にまで流布していたという事実が決定的な要
因となる。１９世紀末にサモアに移り住んだス
ティーヴンソンが「ファレサアの浜」の執筆時
に、先行作家による南海物語の傾向からの決別
を宣言したこと３は、文学テクストにおける南
太平洋像の修正を含意する。さらにモームの太
平洋小説群にいたっては、現地の習慣や雰囲気
は奥地でしか体験できないものとなり、そこに
は神秘性の残余が存在するだけである。もちろ
ん南太平洋を扱った英米の文学テクストは、単
に歴史の諸事象をなぞるだけではなく、それら
をもとに独自の作品世界を構築するため、歴史
文献のように直接的な南太平洋像を提示するわ
けではない。しかし、作品創作においてなされ
る加工こそが、ナチュラライゼーションのプロ
セスを象徴すると考えられるのである。
本論文は文学作品における南海像、とりわけ
西洋における南海イメージに大きな位置を占め
る現地女性像の表象4に着目し、同質化と差異
化というナチュラライゼーションの過程を分析
する｡「タイピー」「fIlll瑚島｣、「ファレサアの浜」
を横断的に扱い、そこで提示される女性表象の
変化を検証することで、作品の背後にある南太
平洋についてのイデオロギーと文学テクストの
相関関係を示す。
寄与するのが、１７６８年４月にタヒチに停泊した
ときの記述である。
ThepiragLIaswerefilllof1bmales；who，fbr
agreeablefeature，arenotinlbriortomost
ELlropeanwomen；ａｎｄｗｈｏｉｎｐｏｉｎｔｏｆｂｅａｕｌｙ
ｏｆｔｈｅｂｏｄｙmight,withmuchreason,viewith
themalLMostofthesefairfemaleswere
naked；ｆｂｒｔｈｅｍｅｎａｎｄｔｈｅｏｌｄｗｏｍｅｎｔｈａｔ
ａｃｃompaniedthem，hadstrippedthemofthe
garmentswhichtheygenerallydress
themselvesin.…Ｔｈｅｙ[themen]pressedusto
chooseawoman，ａｎｄｔｏｃｏｍｅｏｎｓｈｏｒｅｗｉｔｈ
ｈｅｒ;andtheirgestures,whichwerenothingless
thanequivocal，denotedinwhatmannerwe
shouldfbrmanacquaintancewithher､Itwas
velydifncult，amidstsuchaflght，ｔｏｋｅｅｐａｔ
ｔｈｅｉｒｗorklburhundredyoungFrenchsailors，
ｗｌｌｏｈａｄｓｅｅｎｎｏｗｏｍｅｎｆｂｒｓｉｘｍｏｎｔｈｓ．
(217-8）
投錨してしばらくすると岸の方から無数のカ
ヌーがやってきて、ブーガンヴィルの船に「タ
ヨ（友よ)」と声をかける。そして裸の現地女性
を満載したカヌーが姿を現す。女性たちの顔立
ちと体の美しさはヨーロッパ女性と遜色なく、
半年にわたる禁欲生活を経た水夫たちにはきわ
めて刺激的だった､とブーガンヴィルは述べる。
この後、さらに女性についての記録が続き、船
員の監視をかい<ぐって船に忍び込んだ別の女
性が、錨の巻き上げ機のところで服を脱ぎ、船
員たちの目を釘付けにする様子が描かれる。
ジェームズ・クックもまた、］769年にタヒチ
を訪れたとき、ブーガンヴイルと同様の経験を
する。５月１２日の記録は、植物学者バンクス卿
に現地人が貢ぎ物の布を渡すときに行われた風
変わりな儀式に言及しており、そこには、男性
（クックによると同行の女性の召使い）が地面
に布を広げると、若い女性の－人が布の上で、
「想像もつかないような無邪気な様子で、腰か
Ｉタヒチの女
］766年から１７６９年にかけてフランス人探検
家ブーガンヴィルは、ブードウーズ号とエト
ワール号の二隻の船に300人以上の船員を引き
連れて世界一周の探検に出発する。そして帰国
後、航海の記録を1771年に「世界周航記」とし
てまとめる。各地の動物層や植物層を調査する
一方で、現地人の習慣も詳細に綴っているが、
なかでも後世のヨーロッパ人の南海像の形成に
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ら下を完全にあらわ(こして、－度か二度身体を
回【鰭させた」（52）とある。さらに５月１日の日
誌には、クックー行の前で行われた男女の儀式
が報告されている。
しかしながら、タヒチは単に性的に横溢なだ
けの空間ではない。再びブーガンヴィルの日誌
に目を向けると、フランス人探検家がそこに理
想郷を見いだしていたことが分かる｡たとえば、
船のなかに忍び込んだ現地人女性は､｢フリギア
の羊飼いの前にウェヌスがさらけ出したような、
天上界の女神のような肢体を持っていた｣(219）
と表現される。また、男性についても白人男性
の理想像のごとく描かれる。
…ｔｈｉｓｄａｙｃｌｏｓｅｄｗｉｔｈａｎｏｄｄＳｃｅｎｅａｔｔhe
GateoftheFortwhereayoungfbllowabove6
fisethighlaywithalittlｅＧｉｒｌａｂｏｕｔｌＯｏｒｌ２
ｙｅａｒｓｏｆａｇｅｐｕｂｌicldybefbreseveralofour
peopleａｎｄａｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅＮａｔｉｖｅａＷｈａｔ
ｍａｋｅsmementionthis，ｉｓbecause，ｉｔａｐｐｅａｒｉｄ
ｔｏｂｅｄｏｎｅｍｏｒｅｆｒｏｍＣｕstomthanLewdness，
fｂｒｔherewereseveralwomenpresent
particularlyObareaandseveralothersofthe
bettersortandtheseweresofarfTomshewing
theleastdisaprobationthattheyinstructedthe
girlhowsheshouldactherpart,whoyoungas
shewas,didnotseemtowantit.(52-3）
lneversawmenbettermade,andwhoselimbs
weremoreproportio､ate：inordertopaint
HerculesoraMars，onecouldnowherefmd
suchbeaLltilillmodels･Nothingdistinguishes
theirfeaturesffomthoseoftheEuropeans:and
iftheywereclothed；iftheylivedlessinthe
openair,ａｎｄｗｅｒｅｌｅｓｓｅｘｐｏｓｅｄｔｏｔｈｅｓｕｎａｔ
ｎｏｏｌ１，theywouldbeaswhiteasourselves：
theirhairingeneralisblack.(249）
直接的な描写を避けているものの、ここに書か
れていることが性愛の儀式であることは疑いよ
うがない。クックは、長身の男性が処女と公衆
の面前で交わる様子を「習慣」として扱い、冷
静に記録しようと努めるが、儀式を取り囲む女
王オバレアや身分の高い女性までもが積極的に
少女に姦通を勧める有り様は、むしろ読者に強
烈なエロティシズムの印象を与える。タヒチに
９日間滞在したブーガンヴイルの報告には船員
と現地人女性との間の情交が明示される一方で、
３ヶ月もの間、同地にとどまったクックの－回
目の航海記においてはそういった記述は省かれ
ている。マイケル･スターマはこの省略を、クッ
クが既婚者であったこと、またフランスとイギ
リスの国民性の違いのためと推察するが５，長
期滞在のクックー行がブードウーズ号とエト
ワール号の先例に倣ったことは想像に難くない。
実際、1773年９月の日誌で現地に蔓延する性病
に言及し、そのなかで現地人の一般階級の女性
と船員とが活発な性交渉を繰り広げていたこと
をⅨめかしている。
ブーガンヴイルは、タヒチ島の奥地の景色につ
いても「エデンに連れてこられたような」（228）
感覚を覚えたと述懐する。エデンの園に住むヘ
ラクレスやマルスといったギリシアの神々とい
う構図を、クックの記述に適用するとき、現地
の性愛の儀式はあたかも天上界で交わる神々の
姿として浮かび上がる。
もちろんこのイメージは二人が抱いていた
「楽園としての南太平洋」というヨーロッパの
イメージの投影であり、彼らをもてなしたポリ
ネシア人の意図は実際的なものである。一つに
は西洋探検家の圧倒的な軍事力であろう。大砲
を２６門も備えた大型の帆船とその随行船､さら
にはマスケット銃で武装した多数の水兵を引き
連れたブーガンヴィルの一軍は、原始的な武器
しか持たないタヒチ人にとっては攻Ⅲ各不能の敵
であったし、「タヨ」と呼びかけることで、ヨー
ロッパ人の無用な敵対心を煽ることを避けたと
もいえる。もう一つは探検家一行の持っていた
物資、とりわけ金属である。鉄鉱石の産出も加
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Ⅱメルヴィルとバランタインの南太平洋
１８４６年にハーマン゛メルヴイルが発表した
『タイピー｣は､ロンドンのマレー社からは｢マ
ルケサス諸島の－渓谷の原住民と暮らした四ヶ
月間の滞在記」という旅行記の体裁で出版され
た。出版後、批評家たちが作品の信腫性につい
ての疑惑を訴えたが、1846年７月にトウビー本
人が名乗り出て、メルヴイルと行動をともにし
た期間の出来事を事実として認知したため、こ
の問題は不問に付される8。しかしながら、１９３９
年にＣＲアンダースンがメルヴィルの航海記
録をたどり、実際に作者がタイピー渓谷に滞在
したのは４週間にすぎず、作品のかなりの部分
を同時代の航海記から援用したと指摘する。文
学作品と歴史の連関を探るとき､｢タイピー』が、
メルヴィルが現実に体験した事実と、それ以前
の歴史的な文献とが織り交ぜられて創作された
物語であるということは注目に値するだろう。
とりわけ、作品がイギリスでノンフィクション
として発表された事実は、現実の南太平洋と虚
構の南海との境界のⅡ愛昧さを示すし、１９世紀の
中頃においてもなお先行する南海テクストが提
供した南海のイメージが、大きな影響力をふ
るっていたことを物語る。
過去に作られた南海イメージは「タイピー」
でも反復され､読者にその正当性を訴える｡ブー
ガンヴイルやクックによる記録と同様、性の場
としての南太平洋は「タイピー」の冒頭で再現
される。
工技術もないタヒチの人々には、金属製品はき
わめて貴重なもので、女性を献上する対価とし
て船の補修に積載されていた釘などを求めたの
だ。興味深いことに、こうした行為を後の歴史
家は売春とはみなさなかったという６゜その結
果として「純粋な快楽の場としての南太平洋」
の構図を強調することになるのである。
自由な性空間という南海のイメージを広く普
及させた事件が、1789年に起こったバウンテイ
号の反乱である。軍艦バウンティ号の艦長ウィ
リアム・プライが、５ヶ月間のタヒチにおける
植物採取ののち、トンガ沖で上級士官フレッ
チャー・クリスチャンらに強奪され、その後非
常な困難をくぐり抜けてイギリスに帰郷すると
いう物語は、1790年にプライ自身の手によって
「バウンテイ号船上における反乱」としてまと
められる。出版されると同時に一躍ベストセ
ラーとなり､その後､劇化されて好評を博した。
一般の注目を集めたのは、反乱水夫たちの陰謀
もさることながら、彼らがタヒチ人とともにピ
トケアン島に移住したことである。南の島に現
地人の女性とともに新生活を起こすというモ
チーフは、グリーンが提言するロピンソン．ク
ルーソー系譜の現実版である。しかも、水夫た
ちの反乱は、当時のヨーロッパで勃興しつつ
あった民圭羊義的な概念一体制への反抗と自由
の希求一と共鳴する。バウンテイ号の反乱はこ
うした民衆の願望を充足させる「物語」を内包
しており、その舞台となった南太平洋は、ヨー
ロッパ人男性の理想郷へと転化された｡さらに、
その後に続くバウンテイ号に関する様々なテク
ストは、反乱船員たちとタヒチの娘たちの性交
渉を脚色し、「おだやかなポルノ」といった様相
を帯び始める7．バウンテイ号の物語が表象す
る、南海の理想郷、冒険、性という三要素は、
タヒチのみならず、南太平洋を表す一般的なイ
メージとして受け継がれ、冒険小説において顕
著なものになる。
AllofthematIengthsucceedcdingettingup
theshipisside,wheretheyclungdrippingwith
thebrineandglowingffomthebath，their
jet-blacktressesstreamlngovertheirshoulders，
andhalfenvelopingtheirotherwisenaked
fOrms・Theretheyhung,sparklingwithsavage
vivacily，laughinggailyatoneanothe]；ａｎｄ
chatterillgawaywithinfmiteglee、Norwere
theyidlcthcwhilc,fbrcachonepelfbrmedthe
simpleo稲cesofthetoilettefbrtheother.(14）
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語り手はここで約７０年前にブーガンヴイルが
行った記述を追体験する。船によじ登り、肌に
は海水を滴らせながら水夫たちに媚態を誇示す
る様子は､｢世界周航記｣に書かれた「ウェヌス」
を連想させる。実際、語り手は現地人の女性を
「とびきりの若さ､透明感のある薄い褐色の肌、
上品な顔立ち、筆舌に尽くしがたい優雅な姿、
ゆるやかに丸みのある肢体､気取りのない動作」
（'5）といった言葉を用い、「妖精の＿団」と締
めくくるのである。また、ブーガンヴィルの時
代は岸に上がって行われた女神と水夫の交歓は、
「タイピー」においては船上での饗宴となる。
とながら女性への愛情という要因が不可欠であ
ろう。しかし、先にも述べたようにその後の脚
色によって性描写が強調されることになり、性
の場としての太平洋像を強化するものとなる。
『タイピー」においては、トムの軟禁によって
停滞する冒険認を補完するかのように、主人公
の抱くファヤウェイヘの想いが詳細に綴られ、
プロットの重要な部分を形成している。こうし
た表象は、本格的な植民地拡大の時代を迎えよ
うとする１９世紀中頃においては､征服者と被征
服者の差異化という点で問題を孕む。西洋人が
個としての現地人女性を認め、彼女にのめり込
むことは、西洋による支配を肯定する「優れた
西洋人と劣った未開人」という図式を根底から
覆す行為になりかねないのである。
Ｏｕｒｓｈｉｐｗａｓｎｏｗｗｈｏｌｌｙｇｉｖｅｎｕｐｔｏｅｖely
speciesofriotanddebauchely・Notthefeeblest
barrierwaslnterposedbetweentheunholy
passlonso「thecrewandtheirunlimited
gratiflcationThegrossestlicentiousnessand
themostshamefi｣linebriewprevailed，with
occasionalandbutshort-livedinterruptions，
throughthewholeperiodofherstay.(15）
西洋人と南太平洋の人々との差異化を考える
とき、ＲＭ・バランタインの「珊瑚島」（1858）
が有用な指標となる。一つはこの作品が南太平
洋を扱ったヴィクトリア朝中期の代表的な小説
だということ、また少年向けの冒険小説である
ことから、成人を対象とする小説よりも、当時
の社会的な道徳観、とりわけ少年に期待される
倫理を直接的に表しているからである9。
「珊瑚島』の物語構成は、前半部と後半部の
二つに大別される。前半は少年たちの島の探検
が中心に据えられていて、南太平洋の自然環境
の紹介やロビンソン・クノレーソー的な生活実践
の方法の提示など、あたかもサマーキャンプ体
験のような様相を呈している。一方、後半部で
はテンポの速い冒険物語の体裁を取り、海賊に
よる主人公ラルフの誘拐､仲間のもとへの帰還、
サモア人女性の救出、そして宣教師による秩序
の回復を描く。換言すれば､「TIll瑚島」はそのス
トーリーの展開につれて、自然科･学的な知識の
普及という百科全書的な視座から、西洋人（キ
リスト教）による異境の地の秩序化を肯定する
植民地主義的イデオロギーな立場へと、作品の
焦点を移行させるのだ。
ここで指摘したいのは、作品における西洋人
イギリス版のテクストでは削除されたこの引用
において、メルヴィルは西洋人への批半l｣を意図
するのであるが、それまでの数ページにわたる
女性の描写によって、かえって奔放な性欲の発
散の場という南太平洋の特徴を印象づけること
になる。ブーガンヴィルやクックの航海記より
もより生々しく、また、彼らの時代よりもさら
に組織化された女性たちの集団を表象すること
で、「タイピー」は伝統的な南海イメージを反
復。強調するのである。
メルヴィルは先行テクストが表象した太平洋
像を単に繰り返すだけにとどまらず、主人公で
ある白人男性トムと現地人女性ファヤウェイと
の恋愛という領域に踏み込む。性的な快楽の手
段としてのポリネシア女性ではなく、恋愛の対
象としての女性像を読者に提示するのである。
もちろんバウンティ号の乗務員がタヒチの女性
たちと理想郷の建設を目指す裏には、当然のこ
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と現地人とを分断する明確な境界線である｡『タ
イピー」とは異なり『王IIlIihI島」に登場する主人
公は未成年であるし、小説が想定する読者年齢
も低いことから、男女の露骨な性愛を描くこと
は不適当だろう。そもそも物語に登場する女性
はアヴァテアー人で、彼女の描写にしても性的
なものを連想させる記述はほとんど見あたらな
い｡『タイピー｣で船員たちを魅了した女性の肉
体美は、「珊瑚島」では言及されることがない。
テクストが強調するのは、アヴァテアのポリネ
シア的側面である。
人かつキリスト教徒である３人の少年は、あた
かも異教徒に対する指導者として振る舞うこと
が可能になる。
「珊瑚島」における西洋と非西洋を分|新する
明確な境界線は､「タイピー」ではきわめて暖昧
である。そもそも軟禁状態におかれたトムは、
現地人の啓蒙という植民地主義の白人の特権を
行使できないし、また、ラルフたちには許され
なかった異人種の女性との混交によって境界線
を横断し、西洋人としてのアイデンティティを
危険にさらす。自らの白人性を保証するために
主人公が採用する方法は、一つにはファヤウェ
イを他のタイピー族から差別化すること、もう
一つは現地人男性と白人との差異化という二重
のプロセスである。
語り手は現地人の愛人を過剰なまでに賛美す
ることで、彼女を特別なタイピーにしようと腐
心する。ファヤウェイは主人公の「とびきりの
お気に入り」で、彼女の肢体は「女性的な優美
さと美しさの極致」（85）とされる。トムの視線
は全体像から、顔、唇、髪、瞳、手、足へと続
く。顔色は「豊かで赤みの差したオリーブ色｣、
顔の形は｢人間が思い描ける限りの完壁さ｣、開
いた唇からは「目もくらまんばかりの歯」がの
ぞき、彼女がかがみ込むと豊かな髪は「その胸
を隠す」（86）といったように、１６世紀のソネッ
トのような完全美が強調される。さらに、手や
足の表現については、南太平洋と異なる文化圏
の女性を比較の対象とし、ファヤウェイの美し
さを様々な尺度を用いて褒め称える｡たとえば、
手は「どんな伯爵夫人にも見劣りしないほど柔
らかで繊細」であり、足は「リマの女'性のドレ
スの足下から覗くような、小さくて美しい形を
している」（86）のだ。
しかし、現地人の間に暮らすトムは否応なし
に、ヨーロッパの審美基準に適合しないファヤ
ウェイのポリネシア的な側面に直面せざるをえ
ない。入れ墨をはじめ多数の習慣に言及してい
るが､なかでも生魚を頭から食べる恋人の姿に、
…but,befbredoingso,TtlrarowentuptoJack
andrubbednoseswithhim,ａＨｅｒｗｈｉｃｈｈｅｄｉｄ
ｔｈｅｓａｍｅｗｉｔｈＰｅｔｅｒkinandme1Seeingthat
thiswastheirmodeofsalutatioll，we
determinedtoconfOrmtotheircustom，sowe
rubbednosesheartilywiththewholeparW，
ｗｏｍｅｎａｎｄａｌｌ！…Besideshermodestairand
gentlｅｍａｎｎｅｒｓｓｈｅｗａｓｔｈｅｏｎｌｙｏｎｅｏｆｔｈｅ
ｐarWwhoexhibitedthesmaⅡestsignofregret
atpartinglmmus,GoinguptoJack,shepLIt
outherfIatIittlenosetoberubbed，and
thereafterpaidthesamecomplimentto
Peterkinandme.(186）
この別れの挨拶からは、ブーガンヴィルたちが
記した天上の女神の姿を想像することは難しい。
サモア人独特の平くったい鼻と黒い肌（主人公
たちはアヴァテアを「黒い色の女の子」（279）
と呼ぶ）は、エキゾチズムを喚起するのではな
く、むしろヨーロッパ女性との差異を際だたせ
る。また物語の展開においても、アヴァテアを
無力で従,,頂な女性として描くことで、少年がイ
ギリス紳士にふさわしい庇護者役に徹する状況
を作り出す。さらに、彼女の許嫁はキリスト教
徒の現地人であり、男女関係は同一人種に限定
される。宣教師を含めた西洋人は徹頭徹尾、現
地人の教化者であり、白人の領域と南太平洋の
人々はけっして混交しない。こうしてイギリス
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主人公は強い違和感を覚える。 amountedalmosttoacertainb/，Whilein
NLIkLlhevalhadfi･equentlybeeninlbrnledthat
thewholetribewereneverpI･esentatthese
canniba［banquets；buttllechiefbandpriests
ollly，andeveIythinglnowobservedagreed
withtheaccount.(237）
Ｒａｗｆｌｓｈ１…Fayaway，howcouldyouever
havecontractedsovileahabit？However,after
theflrstshockhadsubsided,ｔｈｅcustomgrew
lessodiousinmyeyes,andlsoonaccustomed
myselftothesight・Ｌｅｔｎｏｏｎｅｉｍａｇｉｎｅ，
however，ｔｈａｔｔｈｅｌｏｖｅｌｙＦａｙａｗａｙｗａｓｉｎｔｈｅ
ｈａbitofswallowinggreatvulgar-Iooking
fishes：ｏｈ，ｎｏ；withherbeautifillsmallhand
shewouldclaspadelicate，Iittle，golden-hued
loveofaflsh，andeatitaselegantlyandas
innocel1tlyasthougllitwereaNaplesbiscuit・
Ｂｕｔａｌａｓ１ｉｔｗａｓａｌＴｅｒａｌｌａｒａｗｆｉｓｈ；ａｎｄａｌｌｌ
ｃａｎｓａｙｉｓ，thatFayawayateitinamore
ladylikemannerthananyothergirlofthe
valley.(２０８）
マルケサス諸島において、饗宴に出席するのが
酋長や聖職者に限定されていることは、とりも
なおさずⅡ食人が男性だけの行為であることを意
味する。トムはその軟禁生活の間中、タイピー
族の男性が野蛮な喰人族ではないかという疑念
にとらわれ続けるが、ここでも男性を強調する
ことで、女性を'1食人種の範|U箒から除外しようと
する。ファヤウェイに向ける主人公の感情が１１食
人種の女に対する愛情ではないという意味にお
いて、語り手は彼の恋愛が西洋の文化規範に
とって安全なものだと暗示するのである。しか
し、テクストは最終的にトムとファヤウェイを
地理的に分|折することで、西洋人と非西洋人と
の間に境界線を再構築する。主人公の西洋文明
への帰還によって人種の混交は解消され､西洋
人とポリネシア女性はしかるべき場所へ身を置
くことになる。
ここで語り手は西洋的な価値観と個人的な感情
との間で揺れ動く。生魚を食することを「卑し
い習慣」と考えるトムはファヤウェイとの差異
を意識し､｢生魚｣を｢ナポリ風の細長いビスケッ
ト」に言い換えるなど、様々な言葉でその妥協
点を探り、現地人の女性の性質を、白人女性の
それに近いものとして表象しようと試みる。生
食への嫌悪感によって、最終的には「結局のと
ころ生魚は生魚」と認めざるをえないが、そこ
に至っても彼はなおファヤウェイの食事の仕方
が「タイピー渓谷の女性のなかでいちばん気品
があった」と現地女性からの差別化を図ろうと
する。
一方､『タイピー」におけるポリネシア男性と
白人との境界線は喰人の習慣の有無で構築され
る｡興味深いのは､喰人習慣が現地のジェンダー
と密接に関わる事項として記述されていること
だ。
Ⅲ「ファレサアの浜」における人種の混交
ライオネル・ジョンソンが「すべての世界は
人の知ることになり、（中略)我が国の芸術家は
中国からペールヘと飛び回っている」（4]8）時
代と表現したように、１９世紀末の地球にはもは
や見知らぬ土地は存在せず「IIlII瑚島」や「タイ
ピー』が描いた楽園としての南太平洋の姿もな
い。ロンドン宣教師協会を中心にしたキリスト
教の布教活動は１９世紀後半までにはほぼ完了
し、現地人の宣教師も出現し始める。サモアの
アピアをはじめとする良港は貿易の拠点となり、
多くのヨーロッパ人が居住していたし、周辺の
島々でも西洋人はけっして珍しいものではなく
なった。「ファレサアの浜｣が背景に持つ南太平
洋は、もはやヨーロッパ船に群がる裸体の乙女
Evelything，１，short，strengtbenedmy
suspicionswithregardtothenatureofthe
festivaltheywerenowcelebrating;ａｎｄwhich
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も、部族闘争に明け暮れ人肉を食らう未開人も
姿を消してしまった世界なのである。
物語は貿易商ウイルトシアが島の貿易出張所
に赴任する場面から始まる。数年間様々な島々
で孤独な生活を送った後、主人公は貿易商の白
人ケイスが暮らすファレサアの浜へと降り立つ。
そして、島に着いたその日、ウィルトシアはケ
イスの勧めで現地の女性を物色する。
lま、「少し狡猜そうな」眼差しとかなり異なった
ものになる。しかもその後に続く'vstrangeMや
''blindishⅡといった言葉も、肯定的な意味合いの
形容詞としては解釈できなくなる。
現地女性の扱いに目を向けても、『タイピー」
までの時代とは一線を画す｡「タイピー」におい
てトムとファヤウェイの関係は一時的なもので
あり、彼の脱出時にその関係は清算される。こ
れとは逆に、「ファレサアの浜｣では現地人の妻
への忠誠を果たすイギリス人男性の姿を繰り返
し表象する。物語の最後にウイルトシアは、青
春期を過ぎてすっかり外見が変化して「力強い
大柄な女性｣になったウマについて言及するが、
それでもなお｢第一級の妻｣(75)であると語る。
悪辣な商人のケイスにしても、サモア人の妻に
関しては配偶者想いの紳士として描かれている。
Ｔｈｅｒｅｗａｓａｃｒｏｗｄｏｆｇｉｒｌｓａｂｏｕｔｕｓ，andl
pulledmyselfupandlookedamongthemlikea
Bashaw､TI1eywerealldI･essedoLltfbrthesal<e
oftheshipbeingin；ａｎｄｔｈｅｗｏｍｅｎｏｆＦａｌｅｓｄ
ａｒｅａｈａｎｄｓｏｍelottosee・Iftheyhaveaihult，
theyareatriflebroadinthebeam；andlwas
justthinkingsowhenCasetouchedme．
IlThatlspretty,lIsayshe・
Ｉｓａｗｏｎｅｃｏｍｉｎｇｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅａｌone・
Shehadbeenfishing；allsheworewasa
chemise，anditwaswettedthrough・Shewas
youngandveryslenderibranislandmaid，
withalongIhce，ahigMbrehead，ａｎｄａｓｈｙ，
strange，blindishlook，betweenacat1sallda
baby1s.(5)
ShewasaSanloawoman，anddyedherhair
red,Samoasb/le;andwhenhecametodie(asl
havetoteIlof）theylbundonestrange
thing-thaｔｈｅｈａｄｍａｄｅａｗｉｌｌ,ＩⅡ<eaChristian1
andthewidowgotthｅｌｏｔ：ａｌｌhis，ｔｈｅｙsaid，
andallBIackJackis，andthemostofBilly
RandaⅡIsinthebargain，fbritwasCasethat
keptthebooks・ＳｏｓｈｅｗｅｎｔｏｆＦｈｏｍｅｉｎｔｈｅ
ｓｃｈｏｏｎｅｒＭanuia,anddocstheladytothisday
inhel･ｏｗｎplace.(4)
白人貿易商の目を引こうと現地人の女性が集
まっているが、裸体ではなく服を身につけてい
るし、美人ではあっても広すぎる顔幅は女神の
容貌とは符合しない。主人公の妻となるウマに
しても、面長な顔と広い額は美の典型とはなら
ない。また､彼女が「ほっそりしている」のは、
あくまでも現地女性と比較した場合のことで、
ファヤウェイに捧げられたような美の賛美はこ
こにはない。とりわけ注目したいのが、引用中
にあるmshymという形容詞である。バリー。メニ
コフによると、この言葉はスティーヴンソンが
書いた原稿においては、’'slymとなっており、
「ファレサアの浜」の出版時に行われた編集者
たちによる改稿で修正が加えられたという’0゜
もしそうであれば、「内気な」ウマの外見の様子
本人の死後も妻には裕福な生活を送れるように
配慮する白人男性の姿は、本作品に限ったこと
ではなく、同時代のルイス・ベックの南海物語
にも特徴的な男性表象である。スターマはこう
した表象を､｢魅力のある島の女性の存在は､(国
内で結婚や家族を持つことが叶わない中流階級
の）男性読者の男性性を保証する」（116）現象
として解釈するが、男女間の人種越境が珍しい
ものではなくなり、人種がもはや白人とポリネ
シア人を差別化する指標としては機能しないこ
とを意味する。しかし、テクストは１９世紀末に
ヨーロッパで勃興する人類学や精神学といった
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新たなディスコースに呼応して、新たな境界線
の構築を図るのである。
「ファレサアの浜」はウィルトシアがケイス
による策略に捕まり、宣教師タールトンとウマ
の精神的な支援を受けながら、ケイスと対決す
る物語だが、ストーリー上の鍵となるのが南太
平洋に広く行き渡っているタブーの習慣である。
ウィルトシアが島での交易ができなくなるのは、
一つにはウマ自身がケイスの力で村のタブーと
されているためだ。その一方で、ケイスはジャ
ングルの奥に神殿を造り、そこで悪霊と交霊し
ているという'噂を流すことによって、彼自身を
タブー化している。こうした状況でウィルトシ
アが交易を再開するために、ケイスの力の源泉
を暴こうとするのは、タブーを解体する作業に
ほからなない。
もちろんタブーの習慣は、「王'''１瑚島」や「タイ
ピー」においても言及されている。しかし、そ
れらの作品はタブーの性質を追求することはせ
ず、「タイピー」のように「タブーを強制してい
る力がいったい何なのか、なにかしらの確信を
持って結論づけることはできない」（224）とそ
れ以上の探求を行わない。他方、ウィルトシア
はタブーを徹底的に解明しようとする。ファレ
サアでのケイスの権威の拠り所を同定するため
に、彼は不気味な音が鳴り響くジャングルへと
足を踏み入れる。
(536）
恐怖のあまり神への祈りを捧げながら、主人公
がこわごわジャングルの空き地に見たのは、横
にl1ii燭の商標名が書かれた、ただの「箱」であ
る。風が吹くと音が出るような細工をした子供
だましのがらくたなのだ。さらにジャングルを
分け入り、ケイスの神殿にたどり着いたとき、
その祠が岩に蛍光塗料を塗ったものにすぎない
ことをウィルトシアは発見する。タブーを操る
敵の権威が、西洋ならば｢子供のおもちゃ」（57）
の寄せ集めであることを見極めた瞬間、ケイス
に漂う神秘のオーラは説明可能なものとなり、
消失する。さらに、主人公の語りはこれらの玩
具を畏れる現地人の心理に焦点が移る。
ＩｔＩｓｅａｓｙｔｏｆｍｄｏｕｔｗｈａｔＫａｎａｋａｓｔｈｉnk．Just
gobacktoyourselfanywayroundhDmte11to
fifteenyearsold，andthere1sanaverage
l<anaka・Therearesomepious,justasthereare
piousboys;andthemostofthem,Iiketheboys
again，aremiddlinghonestandyetthinkit
ratherlarkstosteal，ａｎｄａｒｅｅａｓｙｓｃａred，and
Tatherliketobeso.(58）
ブーガンヴィルやクックがその対策に頭を悩ま
せたポリネシア人の窃盗癖に加えて、ウィルト
シアはタブーを信じる島民の心理状態を「子供
のそれ」として位置づける。重要なことは、彼
がこの結論に至るのは､「タイピー」のトムのよ
うに軟禁下に置かれた傍観者として現地を観察
した結果ではなく、現地の社会の中に入り、現
地人と一緒になってコプラを栽培し、内側から
ファレサアの社会を観察した、いわば文化人類
学的な視点から得たものであることだろう。島
民と言葉を交わし、ポリネシア人の妻を愛し、
妻との間に子供をもうけて島の生活に溶け込ん
だ白人が、最終的に下す判断が子供としての島
民なのだ。もちろん未開民族を子供として位置
づける思考方法は、「ファレサアの浜」に特有の
…ｓｏｌｐｌｕｍｐｅｄｏｎｍｙｋｎｅｅｓａｎｄｐｒａｙｅｄｏｕt
loud;andallthetimelwasprayingthestrange
soundscameoutofthetree,ａｎｄｗｅｎｔｕｐａｎｄ
ｄｏｗｎ，ａｎｄchanged，fbralltheworldlike
music，ｏｎｌｙｙｏｕｃｏｕｌｄｓｅｅｉｔｗａｓｎｉｔｈｕｍａｎ－
therewasnothingtherethatyoucould
whistle.…
Aboxitwas,ｓｕｒｅenough,andacandle-box
atthat,withthebrandupontllesideofit;andit
hadbanio舅strlngsstretchedsoastosound
wheｎｔｈｅｗｉｎｄｂｌｅｗ，IbelievetheycaIltlle
thingaTyroleanharp,whateverthatmaymean．
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現象ではなく、「タイピー」や『珊瑚島」にも出
現するし、そもそもキリスト教による啓蒙活動
自体、このような価値判断と不可分な関係にあ
る。しかし､１９世紀末の思想背景に着目すると、
ウィルトシアによる分析はテクストと歴史的な
イデオロギーとの連動を示唆するのである。
colldition．（２６）
フロイトの理論において、強迫症は肛門期への
退行を示す精神疾患として位置づけられる。フ
ロイトは人間の精神発達の過程をリビドーの発
達段階として説明する｡赤ん坊の意識は口唇期、
肛門期、男根期などを経て、自我を獲得する性
器段階へと移行するが、強迫症は性器段階から
肛門期への「退行（regression)」として解釈さ
れるのだ。強迫神経症者は自らの退行に抗おう
とする葛藤の結果、意識される精神活動と無意
識の精神活動の分裂を抱え込む（324)。しかし
「退行」という言葉が示すように、フロイトの
精神分析には進化論的視点が存在する12.20世
紀初頭の「科学的な」分析は強迫症者を成熟し
た大人ではなく、未熟な子供として扱うのだ。
これを「トーテムとタブー」の文脈に適用する
とき、未開人に相当する文明人とは神経症者で
あり、未開人は人格的に未分化な状態の子供と
なる。
ウィルトシアとフロイトが共有する､｢ポリネ
シア人＝西洋人の子供」という認識によって示
唆されるのは、非西洋人に対する西洋人の優位
性であり、未分化な文化形態に対する分化した
西洋文明の卓越性という、植民地主義の根幹を
形成する言説である。本人が意図したものでは
ないにせよ、ウィルトシアは現地の生活に入り
込み、人々を観察し、結果的にタブーを解明す
る。そして、南太平洋から西洋に向けて物語を
発信することで、喰人や性という明確な指標が
消え去り､西洋化された１９世紀末の南海と西洋
との間に、人類学に倣ったより巧妙な境界線を
引くのである。
1Ｖヨーロッパにおけるタブーの解釈
１８世紀にタブーの習慣がヨーロッパに紹介
されて以来、タブーは西洋人の関心を引いてき
たが、とりわけ'９世紀末から２０世紀初頭にか
けて、この風習についての人類学的見地からの
論考が盛んになる｡デュルケーム､フレイザー、
フロイトといった思想家たちがタブーを取り上
げ、その分析を試みるのである。これらの思想
家とほぼ同時代に書かれた「ファレサアの浜」
がタブーを中心に展開すること、またテクスト
におけるタブーが「南海にて」でスティーヴン
ソンが観察した事象と無関係ではないことを考
慮すると、文学テクストとそれを取り巻く歴史
の関心の一致を単なる偶然として看過すること
はできないだろうⅢ。とりわけフロイトが精神
分析の手法を用いて、タブーの「科学的な」解
釈を行ったことは注目に値する。
「トーテムとタブー」で、フロイトはタブー
の思考様式を「今なお我々の内部に残存する」
（xiv）と主張し、西洋人とポリネシア人を同一
の尺度のもとに取り扱う。そして、タブー的な
考え方をヨーロッパ人の強迫症者の思考形態に
合致するものと見なす。
ＨｅｈａｓｃｏｍｅａｃｒｏｓｓｐｅｏｐＩｅｗｈｏｈａｖｅｃreated
fbrthemselvesindMdualtabooprohibitionsof
thisvelykindanｄｗｈｏｏｂｅｙｔｈｅｍｊｕｓｔａｓ
ｓｔｒｉｃｔｌｙａｓｓａvagesobeythecommunaltaboos
oftheirtribeorsociedlfhewerenotalready
accustomedtodescribingsuchpeopleas
lobsessional1patients，hewouldfindItaboo
sickness1amostappropriatenaｍｅｆｂｒｔｈｅｉｒ
ｖ境界線の再構築
タールトンはケイスを倒したウィルトシアに、
「私はあなたとここの人々との関係を公正なも
のにしましたよ」（74）と言い、ファレサアを離
れる｡主人公はコプラに水をかけて重量を増や
すファレサアの人々に頭を悩ませながらも南太
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平洋の地に留まる。 したトムは西洋社会に帰還し、それを生活その
ものにしてしまったウイルトシアはイギリスへ
の帰郷を果たせない。ウィルトシアの西洋社会
からの隔絶という結末は、］９世紀後半の社会進
化思想におけるゼノフォビアや反ポピュリズム、
ひいては民族・階級の純潔性の維持という現象
を包含しうる可能性をも秘めている。ナチュラ
ライゼーションはそういった政治性を包み隠し、
秩序だった物語を指向する。
Ｍｒ・Tarleton1sgonehome，histrickbeing
over.…ＷｅⅡ,thatisbestfbrllim；ｈｅ'Ⅱhaveno
Kanakastheretogetlunyover・
MypLIblic-house？Ｎｏｔａｂｉｔｏｆｉｔ，norever
likely・Ｉ１ｍｓｔｕｃｋｈｅｒｅ，lfnncy・Ｉｄｏｎ１ｔｌｉｋｅｔｏ
ｌｅａｖｅｔｈｅｋｉｄｓ，ｙｏｕsee：and一there1snouse
talking-they1rebetterherethanwhatthey
wouldbeinawhiteman1scoLlntly,thoughBen
tooktheeldestuptoAucl<land，whel･ehe1s
beingschooledwiththebest.(74）
註
本論文は平成17-18年度科学研究費補助金（基
盤研究Ｃ)、「英米文学テクストにおける南太平
洋表象とそのナチュラライゼーション」の成果
の一部である。
子供のために南海を離れることのできないウィ
ルトシアの姿は、「タイピー」や「珊瑚島」の主
人公たちとは対照的で悲哀に満ちている。パブ
を経営するという夢を断たれたばかりか、混血
児である彼自身の子供の将来という問題に直面
するのである。ウィルトシアによるタブーの分
析が西洋と南太平洋の間に新たな差異を構築し
た一方で、西洋と非西洋を横断し越境した彼は
もといた場所へと戻ることができない。テクス
トはこうして南太平洋の事象をナチュラライズ
し、西洋の規範にとって無害なものに変容させ
るのである。
１２０世紀初頭には、ベアトリス．グリムショウな
どの女性旅行家も南太平洋を訪れ、現地の珍しい
風習を求めて旅をしているが、もはや新しい発見
はなく、「かつて存在したとされる」喰人種を懐か
しむような内容となっている。
２クックらによる南海航海以前における､南太平洋
とフィクションの関係についての論考はレニー、
55-82頁を参照。
３ステイーヴンソンは「ファレサアの浜」の執筆に
あたって､作品が｢最初のリアルな南海小説｣(,6,）
という自負を表明している。『南海にて」でメル
ヴィルが犯したハッパーの地名の誤表記をあげつ
らう（28）のも、彼がメルヴイノレの存在を強く意
識していたことの表れだろう。
４マーテイン･グリーンは｢ロビンソン.クルーソー
物語」において、「宣教師の殉教という英雄的な概
念から、飽くことのないセックスという官能的な
願望にいたる」（'''）夢想をもたらした物語舞台
として南太平洋を規定し、,性の空間としての南海
を、フランス人探検家ブーガンヴイルにはじまり、
ジョセフ・バンク卿やメノレヴィルを経由し、西洋
の概念のなかに取り込まれたと述べる。
５スターマ、１６頁。
６タヒチの女性の貞操観念とクックらによる観察
については、スターマ、２５－６頁を参照。
７デニング、１５７頁。
ここまで論じてきたように、１９世紀の英米文
学における南太平洋の女性表象は、西洋人と非
西洋人とを隔てる境界線を巡る交渉の過程であ
る。先行する歴史テクストが提示する南海イ
メージを咀１１爵し、新たな要素を付け加えて構築
するテクストの物語空間において、登場人物は
常に西洋の規範から逸脱する危険性を孕んでい
る。「タイピー』と「ファレサアの浜」が表象す
るのは、境界を越境した主人公が自らの白人性
を意識し、その自己認識の正当性を再現しよう
とする行為であり、規範を遵守する「珊瑚島」
の３人の少年は経験することのない領域である。
しかしながら、トムとウィルトシアは対照的な
結末を迎える。人種間の混交を冒険の思い出と
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８「タイピー｣の信魑性に関する議論の経緯は､ノー
スウエスタン・ニューベリー版の編集者追補を参
照した。286-7頁｡
９クツツアー、i-ii頁。
10メーコフ、８６頁。
Ⅱバリー・メニコフが「ファレサアの浜」における
ポリネシアの風習と、作者による実際の見聞との一
致を詳細に検証する一方で、ニール・レニーは作品
中のエピソードのほとんどがスティーヴンソンに
よるフィクションであると述べるように､作中のタ
ブーの信懸性の解釈については批評家の意見が分
かれている。しかし、スティーヴンソンの南海体験
が、「ファレサアの浜」の執筆と密接に関わってい
ることは疑いようがないことから、本論文では物語
のタブーを現実の風習と連動するものとして扱っ
た｡詳しくはメニコフ､83-8頁､およびレニー､215-6
頁を参照。
Ｉ２フロイトの「トーテムとタブー」論におけるダー
ウイニズムの影響については、リトヴオ、９９－１０２
頁を参照。
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